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平成２６年度　事務事業評価シート

事務事業名 ホームヘルプサービス 所
管

区民部

年度

年度

事
務
事
業
の
概
要

行政計画

昭和

子育て支援課

長期総合
計画体系

 [基本目標]

[事業開始]

計画事業名
事業の開始・終了年度

要綱

なし

152

1

２５年度

0

　

日常生活を営むのに著しく支障があるひとり親家庭に対して、一定の期間ホームヘルパーを派遣し、必要な援助を行うこと
により、これらの家庭の福祉を増進することを目的とする。

(回）派遣回数

（時間）

4

47

事業目的

根拠法令等

事業対象

委託内容

事業内容

委託の有無

補助金の有無

活動指標

台東区ひとり親家庭ホームヘルプサービス事業実施要綱

　

[終了予定]

なし

事業NO.

 [小　　柱]

〔法令等名〕

対象家庭にホームヘルパーを派遣し、家事・育児援助を行う。
派遣時間は、午前７時から午後７時までの間で２時間／１回を１単位とし、年間１２０時間まで。
利用者の所得に応じた自己負担あり。
料　金　　１時間：１７００円
付加分　３００円／１時間（午前７時～午前９時、午後５時～午後７時）
交通費　６００円／１回

（世帯）

 [施　　策]

家事及び育児に困窮している、小学生以下の児童を扶養するひとり親家庭

２４年度２３年度
目標値

（２７年度）

200

2

246

0

0

なし

拡大
改善
維持
縮小
廃止・終了

今後の方向性

民間の事業所複数と協定を交わし、ヘルパーの安定的及び迅速な派遣を実施している。
また、安全かつ柔軟な援助活動を行うため、事業所向けの研修を行った。効率性

3

手段の適切性

前年度から
改善した事項

　一般財源（区負担額） 2,213 952 853

3
評
価
の
視
点

評価 評価の理由

低年齢児童を扶養するひとり親家庭の親または児童が、一時的傷病時に安心して生活できるよう、本事業は
必要である。

維持

評
価
結
果

ひとり親家庭が安定した日常生活を営む上で必要な事業であり、効果は高い。
利用の申し込みはなかったが、広報やチラシを通じ、事業を周知しているため、問合せは多かった。

3 特定の事業者と契約するのではなく、数社と協定を結ぶことにより、柔軟な対応ができている。

[評価の理由]（区民生活への影響を十分考慮すること）

ひとり親家庭の日常生活をサポートすることにより、福祉増進が図れるため、引き続き実施し
ていく。

大きな変更点はなし

目的達成度 1

必要性

852

119 1

0

952 853

　人にかかるコスト（人件費など）

　物にかかるコスト（物件費・維持補修費）

　その他のコスト（扶助費・補助費など）

　総経費

財源項目

(単位：千円)

0

0 0

0

118 1

事
務
事
業
の
実
績

種　別 (単位)

成果指標

事務事業コスト

(単位：千円)

利用世帯数

利用時間

指標の名称

833

0

2,213

　決算額　　(単位：千円) 413

　受益者負担額（使用料・手数料・負担金など）

　その他特定財源（国や都の支出金・財産収入など）

1,800

413

0

0

0

52100


